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日
本
に
お
け
る
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
教
育
旅
行
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
農
村
地
域
活
性
化
政
策
と
の
関
連
で
―
 

　
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
に
は
様
々
な

も
の
が
あ
る
が
、
ハ
コ
モ
ノ
開
発
な
ど
に
よ

ら
な
い
、
ソ
フ
ト
的
手
法
の
一
つ
と
し
て
、

グ
リ
ー
ン
･
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
わ
が
国

で
、
「
グ
リ
ー
ン
･
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う

語
が
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

１
９
９
０
年
代
初
頭
で
あ
り
、
バ
ブ
ル
経
済

が
終
焉
を
迎
え
、
日
本
経
済
全
体
が
低
成
長

に
移
行
し
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
と
み
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
 

　
日
本
の
農
村
の
中
に
は
、
こ
の
グ
リ
ー
ン
･

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
Ｇ
Ｔ
）
の
一
環
で
あ
る
教
育

旅
行
を
通
じ
て
小
中
学
生
等
を
受
け
入
れ
、

地
域
活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
地

域
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
国
で
は
、

小
学
生
の
農
林
漁
業
体
験
を
進
め
る
「
子
ど

も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
２
万
３
千
校
の
小

学
校
（
１
学
年
約
１
２
０
０
万
人
）
を
対
象

と
し
て
、
今
後
５
年
間
に
約
５
０
０
の
地
域

で
１
週
間
前
後
の
交
流
・
滞
在
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
 

　
こ
う
し
た
中
、
本
報
告
で
は
、
近
年
取
組

が
大
変
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
、
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
農
家
民
泊
を
含
む
一
連
の
農

林
漁
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
向
に
つ
い
て

追
っ
た
。
 

　
本
報
告
で
「
体
験
教
育
旅
行
」
と
位
置
づ

け
て
い
る
こ
の
取
組
は
、
子
ど
も
達
が
集
落

に
入
り
込
み
、
様
々
な
農
業
体
験
を
行
う
こ

と
を
通
じ
て
、
農
村
現
場
の
農
業
経
営
や
集

落
に
大
変
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
を
支
え
る
自
治
体
な
ど
の
地
域
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織
の
役
割
も
重
要
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
与
え
る
影
響
側
面

を
実
態
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
 

　
本
報
告
で
は
、
体
験
教
育
旅
行
に
関
わ
る

様
々
な
主
体
に
対
し
て
、
こ
の
取
組
が
ど
の

よ
う
な
経
済
的
・
社
会
的
波
及
効
果
を
与
え
、

ど
の
よ
う
な
課
題
を
背
負
っ
て
い
る
か
、
ま

た
、
体
験
教
育
旅
行
の
今
後
の
展
望
を
ど
の

よ
う
に
見
通
せ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
検
討

を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 

　
あ
え
て
記
す
ま
で
も
な
く
、
日
本
に
お
け

る
代
表
的
な
教
育
旅
行
は
「
修
学
旅
行
」
で

あ
る
。
か
つ
て
は
京
都
・
奈
良
な
ど
の
古
都

の
名
所
、
旧
跡
や
博
物
館
等
の
見
学
を
中
心

に
実
施
さ
れ
た
修
学
旅
行
も
、
近
年
で
は
一

般
旅
行
の「
個
性
化
」、「
小
規
模
化
」、「
目
的

化
」
の
進
展
と
相
ま
っ
て
、
従
来
の
形
に
と

ら
わ
れ
な
い
様
々
な
取
組
が
施
行
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
で
、「
体
験
学
習
」
の
位
置

づ
け
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
都
会
の
子

ど
も
が
ほ
と
ん
ど
触
れ
た
こ
と
の
な
い
「
農

村
」
と
い
う
異
文
化
へ
の
接
触
が
子
ど
も
た

ち
を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
の
浸
透
が

増
加
の
主
要
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
特
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
農
家
へ
の
民

泊
を
伴
っ
た
「
農
林
漁
業
体
験
」
は
、
学
校

側
の
強
い
教
育
的
配
慮
か
ら
、
リ
ゾ
ー
ト
や

テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
の
「
仮
想
空
間
体
験
」

に
は
な
い
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
「
文
化
」、

「
景
観
」、「
人
情
」
の
体
験
を
大
切
に
す
る
「
ホ

ン
モ
ノ
」
を
求
め
る
動
き
が
強
い
。
こ
の
た

め
、
修
学
旅
行
生
な
ど
を
受
け
入
れ
る
農
村

地
域
側
で
も
、
そ
の
対
応
に
様
々
な
試
行
錯

誤
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
 

　
本
報
告
で
は
、
長
野
県
飯
田
市
と
福
島
県

喜
多
方
市
に
お
け
る
体
験
教
育
旅
行
の
事
例
 

農
業
・
農
村
領
域
主
任
研
究
官
　
鈴
村
　
源
太
郎 

（
パ
ネ
リ
ス
ト
）
国
際
領
域
上
席
主
任
研
究
官
　
中
村
　
　
敏
郎 

議
題
1
　
農
村
地
域
振
興
と
農
業
 



資料：農林水産省「子ども農山漁村交流プロジェクト」， 
　　　http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/kodomo/index.html

を
紹
介
し
て
い
る
。
 

　
喜
多
方
市
で
は
主
に
日
帰
り
体
験
を
中
心

と
し
た
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
、

修
学
旅
行
の
事
前
・
事
後
学
習
に
も
積
極
的

に
対
応
し
て
い
る
。
受
入
の
事
務
局
は
喜
多

方
市
グ
リ
ー
ン
･
ツ
ー
リ
ズ
ム
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
請
け
負
っ
て
お
り
、
年
間
７，
０

０
０
名
の
修
学
旅
行
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。 

　
一
方
の
飯
田
市
で
は
、
農
家
民
泊
を
加
え

た
形
の
農
家
体
験
宿
泊
が
中
心
に
据
え
ら
れ

て
い
る
。
事
務
局
と
な
っ
て
い
る
（
株
）
南

信
州
観
光
公
社
を
核
と
し
て
、
広
域
市
町
村

全
体
で
５
０
０
戸
の
受
入
農
家
が
組
織
さ
れ

て
お
り
、
受
入
規
模
は
１
６，
０
０
０
名
と
、

全
国
で
も
最
大
級
の
規
模
で
あ
る
。
 

　
受
入
農
家
や
地
域
へ
の
波
及
効
果
と
し
て

は
、
経
済
お
よ
び
非
経
済
効
果
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
経
済
効
果
と
し
て
は
、
飯
田
市
の

場
合
、
下
伊
那
地
域
全
体
で
１
億
７，
０
０

０
万
円
あ
ま
り
に
達
し
て
お
り
、
喜
多
方
市

で
も
市
全
域
で
１，
６
０
０
万
円
あ
ま
り
で

あ
る
。
一
戸
当
た
り
で
は
、
宿
泊
を
含
む
飯

田
市
の
場
合
で
、
体
験
料
金
収
入
が
最
大
で

年
間
約
50
万
円
程
度
、
宿
泊
を
伴
わ
な
い
喜

多
方
市
の
場
合
で
も
30
万
円
程
度
に
な
っ
て

お
り
、
農
家
に
与
え
る
効
果
は
決
し
て
少
な

く
な
い
。
ま
た
、
一
部
で
は
作
業
効
率
の
向

上
や
自
然
発
生
的
な
産
直
の
動
き
に
つ
な
が

る
事
例
も
み
ら
れ
る
。
 

　
一
方
、
非
経
済
効
果
と
し
て
は
、
農
作
業

を
通
じ
た
子
供
と
の
共
感
か
ら
生
ま
れ
る
感

動
や
事
後
の
手
紙
の
や
り
と
り
、
子
供
グ
ル

ー
プ
の
再
訪
な
ど
か
ら
「
元
気
を
も
ら
っ
た
」

と
す
る
受
入
農
家
は
極
め
て
多
く
、
こ
の
ほ

か
に
も
、
情
報
交
換
等
を
通
じ
た
地
域
の
連

帯
感
や
活
気
が
生
ま
れ
た
と
す
る
副
次
的
効

果
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 

　
と
は
い
え
体
験
教
育
旅
行
は
、
現
行
の
仕

組
み
を
み
る
と
、
時
期
的
な
集
中
や
受
入
農

家
の
家
族
の
協
力
、
一
部
に
は
受
入
コ
ス
ト

の
見
直
し
の
必
要
性
な
ど
課
題
も
多
い
。
 

　
農
家
の
経
営
形
態
を
考
え
れ
ば
、
必
然
的

に
小
規
模
な
複
合
経
営
が
中
心
と
な
る
と
思

わ
れ
る
が
、
現
状
で
は
、
あ
く
ま
で
農
業
生

産
を
し
っ
か
り
行
っ
た
上
で
、
労
働
力
の
空

き
時
間
の
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
子
供
た
ち
に
「
ホ
ン
モ
ノ
」
の
体
験
を
提

供
す
る
た
め
に
も
、
受
入
農
家
が
し
っ
か
り

し
た
農
業
生
産
を
継
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く

り
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
（
図
表
等
を
含
め
、

詳
細
は
Ｐ
24
の
「
地
域
農
業
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
子
ど
も
の
農
業
体
験
教
育
」
を
参
照

の
こ
と
）
。
 

　『
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

は
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
が

連
携
し
て
、
学
ぶ
意
欲
や
自
立
心
、
思
い
や

り
の
心
、
規
範
意
識
な
ど
を
育
み
、
力
強
い

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
教
育
活
動
と
し
て
、

小
学
校
に
お
い
て
農
山
漁
村
で
の
１
週
間
程

度
の
長
期
宿
泊
体
験
活

動
を
推
進
す
る
も
の
で

あ
る
。
文
部
科
学
省
調

査
に
よ
れ
ば
、
近
年
の

子
ど
も
を
め
ぐ
る
課
題

と
し
て
、「
自
然
や
地
域

社
会
と
深
く
関
わ
る
機

会
の
減
少
、
集
団
活
動

の
不
足（「
集
団
」か
ら「
個

＝
孤
」
へ
）、
物
事
を
探

索
し
、
吟
味
す
る
機
会

の
減
少
、
地
域
や
家
庭

の
教
育
力
の
低
下
」
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

自
然
の
中
で
の
長
期
宿

泊
体
験
活
動
が
効
果
を

挙
げ
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
る
。
武
蔵
野
市
、

兵
庫
県
、
千
葉
市
な
ど
に
お
い
て
は
以
前
よ

り
先
進
的
に
活
動
が
実
践
さ
れ
て
き
て
お
り
、

こ
う
し
た
取
組
が
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ

り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
展
開
が
加
速

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
受
入
地
域
は

ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
入
地
域

の
充
実
、
拡
大
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
度
は
、
全
国
で
53
箇
所
が
受
入
モ
デ
ル
地

域
に
指
定
さ
れ
、
受
入
体
制
の
整
備
が
図
ら

れ
、
小
学
生
1
万
6
千
人
の
宿
泊
体
験
活
動

が
実
施
さ
れ
た
。
 

　
な
お
、
本
研
究
に
お
け
る
調
査
事
例
地
区

で
あ
る
飯
田
市
、
喜
多
方
市
も
そ
れ
ぞ
れ
南

信
州
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
研
究
会
、
喜
多
方

市
体
験
推
進
協
議
会
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
研
究
に
引
き

続
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
小
学
生
受
け

入
れ
が
受
入
モ
デ
ル
地
域
に
も
た
ら
す
経
済

効
果
、
波
及
効
果
に
関
し
て
、
現
地
調
査
、

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
実
態
調
査
等
か
ら

な
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
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